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１４１ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも

　

災
害
に
強
い
阿
久
比
町
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
、
町
防
災
訓
練
を
八
月
二
十
二

日
、
午
前
七
時
か
ら
阿
久
比
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
西
の
多
目
的
広
場
と
同
中
学
校
ア

ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
自
主
防
災
会
、
町
赤
十
字
奉

仕
団
員
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
ぐ
い
な

ど
総
勢
約
六
百
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訓
練
は
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
東
海

地
震
・
東
南
海
地
震
が
連
動
し
て
発
生
し
、

町
内
で
多
く
の
死
傷
者
と
被
害
が
生
じ
た

と
想
定
。
地
区
ご
と
に
四
班
に
分
け
て
、

地
区
防
災
倉
庫
に
配
備
さ
れ
て
い
る
防
災

資
機
材
を
取
り
扱
う
訓
練
や
、
け
が
人
を

手
当
て
す
る
救
護
訓
練
な
ど
を
順
番
に

行
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
炊
き
出
し
、

要
援
護
者
対
策
、
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
運
営
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
地
区
に
合
っ
た
「
要
援
護
者

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
完
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
要
援
護
者
対
策
訓
練
で
は
、
自

主
防
災
会
長
、
防
災
委
員
、
民
生
児
童
委

員
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や

問
題
点
な
ど
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
町
や
消
防
の

機
関
に
よ
る
「
公
助
」
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
た

め
に
、
一
人
一
人
の
「
自
助
」
や
、
自
主

防
災
会
、
隣
近
所
の
皆
さ
ん
で
協
力
し
合

う
「
共
助
」
が
大
変
重
要
で
す
。
訓
練
は

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
向
け
て
真
剣
な

話
し
合
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
た
。

　

自
主
防
災
会
で
は
、「
自
助
」「
共
助
」

の
考
え
方
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

積
極
的
に
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
区
の
自

主
防
災
会
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
、
防
災

意
識
を
高
め
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
て
く
だ
さ
い
。

要援護者名簿や対策マニュアル作成のため意見交換を行う皆さん

救出訓練

自主防災会で協力して土のう造り
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災害後の３日間の食料・水は用意しましょう 

□非常食（３日分） 
　カンパン、缶詰、飲料水 
　（１人１日３リットル）、栄養補助食品 

□救急用品 
　ばんそうこう、ガーゼ、包帯、三角巾、常備薬（消毒薬、解熱
　剤、風邪薬など）、綿棒、カミソリ、安全ピン、体温計 

□貴重品 
　現金（小銭も必要）、カード類、預金通帳や 
　有価証券の写し、印鑑、身分証明の写し 
　（健康保険証や運転免許証など） 

□衣類 
　下着、上着、雨具、防災頭巾や帽子、運動靴、軍手、マスク 

□日用品 
　洗面用具、タオル、缶切り、マスク、生理用品、 
　紙オムツ、ほ乳びん、大きなゴミ袋、ティッシュ、 
　ウエットティッシュ、トイレットペーパー、筆記用具、 
　メモ帳、せっけん、ちり紙、歯ブラシ 

□高齢者・障害者 
　障害者手帳、障害者医療費受給者証、補聴器 

□その他 
ナイフ、携帯ラジオ、懐中電灯、予備の 
電池（多めに）、マッチ、ライター、非常 
用ローソク、予備のメガネ、笛（家屋の 
下敷きになった場合など、居場所を知 
らせるため） 

□非常食 
　レトルト食品、インスタントラーメン、調味料、 
　乾物（乾麺・海藻類） 

□燃料 
　卓上コンロ、ガスボンベ（１本で約２時間） 

□衣類 
　下着、上着、くつ下 

□日用品 
　毛布、寝袋、バスタオル、鍋、やかん、 
　簡易食器（割り箸、紙コップなど）、 
　包装用ラップ、ガムテープ、裁縫セット、使い捨てカイロ 

□その他 
　ロープ 
　ふた付ポリバケツ（水の保管用）、 
　キャリアカート（重いものを運ぶ時）、 
　自転車 

１次持ち出し品 家族がそれぞれ 持っていると便利です。 ２次持ち出し品 避難所生活に 役立つ物です。 

避難、救助用にあると便利なもの 
消火器、バケツ、のこぎり、ハンマー、バール、 
ジャッキ、ヘルメット、 
ビニールシート、段ボール、 
スコップ、はしご 
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火元を確認しガスメーターの元栓（プロパンは容
器バルブも）を閉め、電気のブレーカーをOFFに 

ヘルメットや防災頭巾で頭を保護 

持ち物は最小限にまとめ、身軽に 

避難は徒歩でお年寄りや子供の手をしっかり握って 

近所の人たちと指示された避難場所に 

狭い道、塀のそば、川べりを避けて移動 

正しい情報を得るために携帯ラジオを必携 

あいまいな情報やデマに惑わされないよう冷静に 
外出中の家族には連絡メモを残す、避難場所を決
めておく 

非常持出品をチェックしてください 非常持出品をチェックしてください 非常持出品をチェックしてください 



4

広報あぐい　２０１０年９月１日号

知多の虫供養行事（愛知県指定無形民俗文化財）
今年は草木地区で開催されます

　 虫  供  養 は米作りや野菜作りで犠牲になった田畑の虫を供養するために念仏を行ったことが始まりとされ、融通念
むし く よう

仏の始祖　 良 
りょう

 忍 
にん

 上 
しょう

 人 （１０７２～１１３２）により広められ平安時代終わりごろから阿久比でも行われるようになった民
にん

俗信仰行事です。
　現在 阿久比谷虫供養は町内１３地区の持ち回りで当番を受け持ち、当番地区では前年の虫供養で引き継ぎを受けて
から寒干しや土用干しなどの数々の行事を 1年かけて行い、虫供養当日を迎えます。
　行事当日は導師の先導で同行衆による念仏が唱和され、道場や小屋にはそれぞれ掛け軸がまつられます。また、
会場内に建てられた 大  塔  婆 の下の砂山を幼児に踏ませると「かんの虫封じ」になると伝えられています。

おお とう ば

　永い歴史があり、戦乱に巻き込まれ中断もありましたが、根強くよみがえった虫供養は、まさしく町の誇る伝統
行事です。会場に足を運びご覧ください。

虫供養会場 

阿久比谷虫供養スケジュール
午前８時　　　開始
午後０時３０分　囃子奉納
午後１時　　　百万遍念仏開始
午後３時１０分　囃子奉納
午後４時　　　次回開催地区への引き継ぎ終了

日　時
　９月２３日（木・祝）
　午前８時～午後４時

場　所
　草木公民館
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□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）

－小学生海外派遣事業－

派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国派遣児童 １５ 人無事帰国

　７月２６日にセントレアを出発した小学生海外派遣団が、７月 ３１ 日に無事帰国し
ました。派遣団は、町内の小学６年生 １５ 人で、阿久比町の代表としてシンガポー
ルのフェンシャン小学校との交流を深め、外国を見聞してきました。
　フェンシャン小学校とは平成２０年度から派遣を通した交流を始め、今年度から
はフェンシャン小学校の児童１０人を５月に迎え、双方の交流を始めました。昨年
度は、新型インフルエンザの影響で、事業の実施を断念せざるを得ない状況とな
り、残念な結果となりましたが、今年度は派遣、受け入れとも無事終了すること
ができました。
　子どもたちは、海外の学校の授業を受けたり、シンガポールの家庭にホームス
テイをしたりして、異文化を体験しました。味覚の違いに戸惑ったこともあった
ようですが、先方の心温まる歓迎や、受け入れの際に親しくなったフェンシャン
小学校児童との再会で、笑顔あふれる一週間となりました。

　帰国した児童は、９月 ２１ 日の報告会に向けて、シンガポールで学んで
きたことをまとめています。２学期が始まると、各学校でシンガポール
の様子や交流の内容
を友達に伝えていき
ます。海外派遣を経
験した児童が、国際
感覚豊かな大人とな
り、阿久比町をリー
ドしていくことを期
待します。

　今回の海外派遣の様子は、現地から
ブログにアップされています。各小学
校・学校教育課のホームページにある
以下のボタンからご覧いただけます。
携帯電話でご覧になりたい方は、ＱＲ
コードをご利用ください。

保護者に話しをする宍戸教授

　７月３０日教育相談センターで、講師に宍戸洋子名古屋短期大
学保育科教授を迎え、町内の保護者を対象とした研修会を行い
ました。
　「輝く目をもつ子どもを育てたい」と題して、宍戸教授はゲー
ムやテレビの害について強調された後、絵本の読み聞かせの重
要さを力説しました。幼稚園の教諭、園長として長年勤めた経
験から、同じ絵本を繰り返し読み聞かせる中で、子どもが目を
輝かせて話に聞き入り、絵を見ながらさまざまな発見をする様
子を話してくれました。

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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和太鼓を演奏する「歩童」のメンバー

８月１６日、「あぐいふれあい盆踊りの夕べ」
（町文化協会の主催）が役場前駐車場で開かれ
ました。
地区での盆踊りを終えて、今年最後となる盆

踊りを楽しもうと会場には約３,５００人が集まり
ました。

●名古屋市の小学生が農家生活を体験

ビオトープで生き物調査を行う子どもたち

農地・水・環境保全向上対策事業の一環で組織され
た「草木みどりサミット」が、８月３日と４日の二日
間名古屋市の御園小学校６年生を招き、子どもたちに
農家の生活体験をさせました。
草木地区を訪れた１１人の児童は、草木小学校の６年

生とも交流を図りました。水田の一角に設けられたビ
オトープではザリガニを釣ったり、メダカを網です
くったりして、生き物調査を行いました。
そのほかにもサツマイモなどの収穫体験や農家への

宿泊など、都会の子どもたちは夏休みに、貴重な体験
ができたようでした。

踊りを楽しむ子どもたち

やぐらの周りには、浴衣を着た老若男女が輪
となり、威勢のいい太鼓の音に合わせて『阿久
比音頭』や『オアシス音頭』などを踊り、多く
の町民がふれあいました。
また、小中学生３８人がボランティアでうちわ

を配ったり、和太鼓演奏団体「 歩  童 」のメン
ぶ どう

バーが太鼓や笛を演奏したりして会場を盛り上
げていました。

●ビーチボールバレー、親子で大熱戦

ビーチボールで熱戦を繰り広げる親子

親子ビーチボールバレー決勝大会が８月２１日、英比
小学校体育館で行われました。
町内４つの小学校地区で予選を行い、決勝大会では
勝ち進んだ１２チームが出場。コートでは熱戦が繰り広
げられ、「山田カプチーノ」チームが見事優勝に輝き
ました。優勝した親子は「たくさん練習した成果が出
ました。とてもうれしい」と、汗をタオルでふきなが
ら笑顔で話していました。
大会結果は次の通りです。
優勝　山田カプチーノチーム、準優勝　山田パワー
ズチーム、３位　高根台Ａチーム・山田プリティー
マッスルチーム



広報あぐい　２０１０年９月１日号

7
あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●夏休みに子ども会が認知症を学ぶ

認知症サポーター養成講座を受ける卯之山子ども会

８月４日、卯ノ山児童館で「卯之山子ども会」の子
どもと保護者を対象に認知症サポーター養成講座を開
きました。認知症を正しく理解してもらおうと、夏休
みを利用して町地域包括支援センターが企画。この日
は、３５人の子どもと１０人の保護者が参加しました。
支援センターでは「認知症になった人を助けるには、

家族や地域で見守ることが大切です」と子どもや保護
者に呼び掛けました。講座を受けた参加者は「認知症
サポーター」となり、認知症を応援する証として「オ
レンジリング」を受け取りました。

●礼儀作法を学びたい

町長と歓談するパニラさん

デンマークから阿久比ライオンズクラブの交換留学
生として、阿久比町に滞在（８月３日～８月９日田中
清高ホストファミリー宅）したパニラ・ボンダ・クリ
ステンセンさん（１８歳・高校生）が８月３日、町長を
表敬訪問しました。
将来の夢はジャーナリストというパニラさん。

「ヨーロッパを離れて、異国の文化を勉強したかった。
日本では『礼儀作法』を学びたい」と笑顔で話してい
ました。

●もちの木園生と阿高生が水泳で交流

高校生と歩行訓練を行うもちの木園生

８月１０日、町営プールで阿久比高校水泳部員の指導
のもと、授産所「もちの木園」の園生が水泳訓練を行
いました。
もちの木園では、体力維持と水に対する恐怖心をな
くすことを目的に訓練を実施し、毎年阿久比高校の水
泳部員などがボランティアで訓練の手伝いをしていま
す。
園生は高校生と手をつないでプールの中を歩いたり、
バタ足を教わったりしました。
竹田周平水泳部キャプテンは「水泳を通じて皆さん
と毎年交流ができてうれしい」と話していました。

●2年連続全国大会に出場

町長に出場報告をした木村さん

とびうお杯第２５回全国少年少女水泳競技大会（８月
７日・８日浜松市で開催）に出場する木村莉緒さん
（南部小５年）が、８月３日出場報告に町長室を訪れ
ました。
昨年に続き２年連続で大会に出場する木村さんは

５０・１００・２００メートル自由形とメドレー・フリーリ
レーの５種目に出場します。
「決勝進出が目標です」と町長に健闘を誓っていま
した。
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広報あぐい　２０１０年９月１日号

�◆
期
間　

十
月
四
日（
月
）、六
日（
水
）、八

日（
金
）全
三
回

◆
時
間　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時

◆
会
場　

阿
久
比
中
学
校

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
六
百
円
程
度

◆
内
容　

エ
ク
セ
ル
を
も
う
少
し
活
用
し

た
い
方
の
た
め
の
関
数
の
学
習

を
中
心
と
し
た
教
室
。
初
級
の

エ
ク
セ
ル
が
で
き
る
方
対
象
。

◆
講
師　

近
藤
恵
子

�◆
期
間　

十
一
月
二
十
四
日（
水
）〜

　
　
　
　

十
二
月
三
日（
金
）全
四
回

◆
時
間　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時

◆
会
場　

阿
久
比
中
学
校

◆
対
象　

一
般

エ
ク
セ
ル
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ（
関
数
）

年
賀
状
を
作
ろ
う

◆
定
員　

三
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
円
程
度

◆
内
容　

ワ
ー
ド
で
干
支
の
絵
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
年
賀
状
を
楽
し
く

作
り
ま
す
。（
文
字
入
力
の
で
き

る
方
対
象
）

◆
講
師　

近
藤
恵
子

�◆
期
間　

十
月
一
日（
金
）〜
十
二
月
十
日

（
金
）全
六
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
円
程
度

◆
内
容　

マ
イ
レ
の
ミ
ニ
バ
ッ
ク
（
ハ
ワ

イ
ア
ン
キ
ル
ト
）
を
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

太
田
佳
子

�◆
期
間　

十
一
月
二
十
八
日（
日
）・
十
二

月
五
日（
日
）各
一
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
一
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

親
子

◆
定
員　

各
十
二
組

◆
受
講
料
な
ど　

九
百
円
程
度

◆
内
容　

親
子
で
そ
ば
打
ち
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
す
。

◆
講
師　

阿
久
比
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

�◆
期
間　

十
月
五
日（
火
）〜
十
一
月
九
日

　
　
　
　
（
火
）全
五
回

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
教
室

パ
パ
と
作
ろ
う「
そ
ば
打
ち
体
験
」

俳
句
教
室

十
一
月
九
日（
火
）は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
吟
行
へ
出
掛
け
ま
す
。

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

　
　
　
　

吟
行
は
午
前
九
時
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館
ほ
か

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

吟
行
時
の
食
事
代
程
度

◆
内
容　

上
品
な
「
言
葉
」
文
化
を
習
っ

　
　
　
　

て
俳
句
を
一
句
作
り
ま
せ
ん
か
。

◆
講
師　

文
化
協
会
苗
代
句
会

　
　
　
　

岡
戸
隆
明

�◆
期
間　

十
月
九
日（
土
）

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

親
子

◆
定
員　

二
十
五
組

◆
受
講
料
な
ど　

一
組　

二
百
円

◆
内
容　

親
子
で
染
色
を
体
験
し
、
日
本

手
ぬ
ぐ
い
を
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会

�◆
期
間　

十
月
十
五
日（
金
）

◆
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

清
須
城
・
は
る
ひ
美
術
館
・
ツ

イ
ン
ア
ー
チ
１
３
８

◆
対
象　

一
般
（
六
十
五
歳
以
上
）

◆
定
員　

二
十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

入
場
料
・
食
事
代
（
千

　
　
　
　

九
百
円
程
度
）

◆
内
容　

文
化
施
設
や
美
術
館
を
一
日
見

　
　
　
　

学
し
て
教
養
を
高
め
ま
す
。

親
子
染
色
教
室

シ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
Ⅱ

平
成
２２
年
度
第
三
期 

生
き
が
い
教
室
・
講
座
開
講 

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
年
四
回
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
三
回
目
で
す
。 

　
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 
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�◆
期
間　

一
月
十
二
日（
水
）〜
二
月
九
日

（
水
）全
五
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
午
前
十
一
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

五
百
円

◆
内
容　

口
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
子

ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
術
「
傾
聴
」
を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
コ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

支
援
協
会　

榊
原
芳
子
、
愛
知

教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
会

沢
里
義
博

聞
こ
え
て
ま
す
か　

子
ど
も
の
こ
と
ば

受
け
と
め
よ
う　

子
ど
も
の
こ
こ
ろ

�

�

�

�

�������������������������������������

�������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□申込資格　町内在住・在勤・在学している方
□申込期限　９月１５日（水）
□申し込み方法
　　電話（平日午前９時～午後５時）、ＦＡＸ、メール、公民
館窓口で申し込んでください。

　※　定員を超えた場合は初めての方を優先し、抽選により決
定させていただきます。申し込みが十人未満の場合や講師
の都合により、中止や変更などもありますのでご了承くだ
さい。

□問い合わせ先　社会教育課公民館係
　�（４８）１１１１（内２６０）　ＦＡＸ（４８）６２２９
　メールアドレス shakyo@town.agui.lg.jp

○
�

�

�

�

����������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

�

�

�

�

����������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

�������	�
��
��

��������������		

����


　ほくぶ幼稚園では、一人一人の個性を大切にしながら、
友達や周りの人と接する中で、思いやりの心を育てていま
す。園を公開する「幼稚園ウィーク」に、子どもたちの生
活や遊びを見てください。
☆　幼稚園ウィーク　９月２７日（月）～２９日（水）
　　午前９時３０分～正午
☆　幼稚園説明会　９月 ２８ 日（火）　午前９時 ３０ 分～
　　自由見学　午前９時 ３０ 分～
　　説明会　　午前１１時～午前１１時２０分
※　駐車場は阿久比スポーツ村第２駐車場を利用してくだ
　さい。
□問い合わせ先　町立ほくぶ幼稚園　�（４８）５６０５

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																													
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����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������	
��
��������������	
��
�������
　板山地区にある板山高根湿地は珍しい昆虫や貴重な植物が生息・
生育する、知多半島でも貴重な自然環境が残っています。
　普段は一般公開を行っていませんが、講座板山高根湿地「自然観
察会」を開催し、限定的な公開を実施します。
　各回、専門の先生による解説付きですので、どなたでも楽しむこ
とができます。
テーマ「絶滅危惧Ⅱ類！シラタマホシクサを観察しよう」
□日時　９月 ２１ 日（火）　午前９時～午前 １１ 時
　　　　９月 ２７ 日（月）　午前９時～午前 １１ 時
□対象　興味のある方　
□定員　各回 ２５ 人
　　　　（定員を超える場合は抽選とします。ご了承ください）
□場所　各回とも中央公民館本館１階１０３号室集合（マイクロバスで現地まで移動します。）
□参加費　２５０円（受講料２００円　保険料５０円）　　
□募集期間　９月１日（水）～９月１３日（月）
□申し込み・問い合わせ先　社会教育課社会教育係　�（４８）１１１１（内２６２）　FAX（４８）６２２９
※　電話での申し込みは平日の午前９時～午後５時

シラタマホシクサ
金平糖菓子に似ていることから「コンペイトウグ
サ」とも呼ばれています。
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縁
日
の
ふ
う
り
ん

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
き
た
よ
」

「
お
ぉ
、
よ
し
お
か
。
よ
く
き
た
な
」

　

縁
側
に
い
た
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
ふ
り

か
え
っ
て
笑
っ
た
。

　

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
よ
し
お
が
来
る
の

を
心
待
ち
に
し
て
い
た
。

「
ほ
ら
。
夏
休
み
に
か
い
た
よ
」

「
ほ
ぅ
わ
し
だ
な
。
よ
う
か
け
と
る
」

　

よ
し
お
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
と
行
っ
た

夏
ま
つ
り
の
絵
を
見
せ
た
。

「
ば
あ
さ
ん
に
も
ふ
う
り
ん
の
絵
を
見

せ
て
や
れ
」

　

よ
し
お
は
、
う
な
ず
く
と
ぶ
つ
だ
ん

に
、
縁
日
の
ふ
う
り
ん
を
持
っ
た
じ
い

ち
ゃ
ん
の
絵
を
置
い
た
。
そ
の
ま
ま
、

飾
っ
て
あ
る
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
し

ば
ら
く
見
つ
め
た
。

「
ば
あ
さ
ん
は
、
ふ
う
り
ん
の
リ
ー
ン

と
な
る
音
が
好
き
だ
っ
た
」

　

軒
に
つ
る
さ
れ
た
ふ
う
り
ん
を
見
て

じ
い
ち
ゃ
ん
の
目
が
、
う
る
ん
で
い
た
。

　

よ
し
お
が
縁
側
に
も
ど
る
と
、
庭
に

ま
い
た
水
に
さ
そ
わ
れ
て
、
す
ず
風
が

吹
い
て
き
た
。
風
は
、
ふ
う
り
ん
を
ゆ

ら
し
て
リ
ー
ン
・
リ
ー
ン
と
す
ん
だ
音

を
鳴
ら
し
た
。

「
も
う
す
ぐ
ば
あ
さ
ん
に
あ
え
る
ぞ
」

「
え
っ
、
あ
え
る
っ
て
」

「
あ
ぁ
、
い
ま
す
ず
し
い
風
が
ふ
い
た

じ
ゃ
ろ
。・
・『
も
う
す
ぐ
秋
が
き
ま
す

よ
』
っ
て
な
」

　

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
み
た

い
な
声
と
言
い
方
で
言
っ
た
。

「
へ
ぇ
ー
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
風
で
話
を

す
る
の
」

「
ふ
う
り
ん
の
音
を
聞
く
と
な
。
よ
し

お
に
も
言
っ
た
ぞ
。『 
彼  
岸 
に
は
あ
い
に

ひ 
が
ん

行
き
ま
す
』
と
。
聞
こ
え
ん
か
っ
た
か
」

　

じ
い
ち
ゃ
ん
に
は
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

声
が
聞
こ
え
る
ら
し
い
。

　

よ
し
お
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が
好
き

だ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て

く
れ
る
。
き
ょ
う
も
話
し
た
い
こ
と
が

あ
っ
た
。
で
も
、
な
か
な
か
言
い
出
せ

な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
じ
い
ち
ゃ
ん
や

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
聞
い
た
。

「
あ
の
さ
、
じ
い
ち
ゃ
ん
」

　

よ
し
お
が
、
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
言

い
出
し
た
。

「
友
だ
ち
は
い
た
」

「
な
に
を
し
て
遊
ん
だ
」

「
け
ん
だ
ま
っ
て
な
あ
に
」

「
コ
マ
ま
わ
せ
る
」

「
野
球
は
し
た
の
」

　

よ
し
お
は
、
矢
つ
ぎ
ば
や
に
聞
い
た
。

「
は
っ
は
っ
は
っ
、
よ
し
お
は
な
ん
で

も
聞
い
て
く
る
な
」

　

じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
声
だ
か
に
笑
っ
た
。

「
け
ん
か
は
し
た
の
」

「
仲
直
り
っ
て
ど
う
し
た
ら
い
い
」

　

よ
し
お
の
質
問
が
続
く
。

「
ど
う
し
た
。
友
だ
ち
と
け
ん
か
し
た

ん
か
」

　

よ
し
お
は
、
ち
ょ
っ
と
言
葉
を
つ
ま

ら
せ
て
下
を
向
い
た
。

「
だ
っ
て
・
・
」

　

ま
す
ま
す
小
さ
い
声
に
な
っ
た
。

「
そ
う
か
、
そ
う
だ
っ
た
か
」

　

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
よ
し
お
の
頭
を
な

ぜ
た
。
そ
し
て
ゆ
っ
く
り
話
し
だ
し
た
。

「
よ
し
お
の
い
い
と
こ
ろ
は
な
」

「
う
ん
」

「
な
ん
で
も
自
分
の
こ
と
ば
で
言
う
と

こ
じ
ゃ
」

「
じ
ぶ
ん
の
こ
と
ば
」

「
あ
ぁ
、
自
分
で
よ
く
か
ん
が
え
て
言

う
じ
ゃ
ろ
。
ば
あ
さ
ん
も
そ
う
だ
っ
た
」

「
だ
っ
て
ぼ
く
が
言
う
ん
だ
も
の
」

「
そ
こ
が
い
い
ん
じ
ゃ
、
そ
こ
ん
と
こ

が
な
。
ば
あ
さ
ん
に
似
と
る
」

　

よ
し
お
は
わ
か
っ
た
よ
う
な
わ
か
ら

ん
よ
う
な
気
持
ち
で
い
た
。

「
は
っ
は
っ
。
も
う
一
度
自
分
の
こ
と

ば
で
、
そ
の
子
に
話
し
て
ご
ら
ん
」

　

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
も
う
一
度
よ
し
お

の
頭
を
ご
し
ご
し
な
ぜ
た
。

　

リ
ー
ン
・
リ
ー
ン

　

夕
が
た
吹
く
す
ず
風
が
、
ふ
う
り
ん

の
す
ん
だ
音
を
ひ
び
か
せ
た
。
そ
こ
に

鳴
き
虫
の
音
が
重
な
り
あ
っ
た
。

　

リ
リ
・
リ
ー
ン

「
ほ
ほ
っ
、
す
ず
虫
が
鳴
き
出
し
た
わ

い
。
き
れ
い
な
音
を
出
す
な
ぁ
」

と
、
庭
に
下
り
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
よ

し
お
を
呼
ん
だ
。

「
ぼ
く
に
は
、
す
ず
虫
の
声
は
、
ふ
う

り
ん
の
音
に
も
似
て
い
る
っ
て
思
う
」

　

よ
し
お
は
、
夕
焼
け
空
を
あ
お
ぎ
見

て
言
っ
た
。
軒
で
は
夏
ま
つ
り
の
縁
日

で
買
っ
た
ふ
う
り
ん
が
、
し
ず
か
に
ゆ

れ
た
。し

ろ
や
ま
会
員　

か
ど　

ま
さ
こ
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宮
津
地
区
熱
田
社
は
、
盆
踊
り
の
準
備

で
人
の
動
き
が
せ
わ
し
い
。
暑
さ
厳
し
く
、

セ
ミ
の
鳴
き
声
も
騒
が
し
い
。
そ
ん
な
に

ぎ
や
か
な
状
況
を
、
常
舞
台
正
面
上
部
に

取
り
付
け
ら
れ
た
一
対
の
「 
力  
神 
」
が
見

り
き 
じ
ん

守
る
。

木
造
瓦
葺 
入  
母  
屋 

い
り 
も 

や 
造 
の
常
舞
台
は
、
弘

づ
く
り

化
四
（
一
八
四
七
）
年
熱
田
社
境
内
に
造

営
さ
れ
、
原
型
を
残
す
。
昭
和
三
十
年
ご

ろ
ま
で
村
芝
居
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
多
く

の
人
々
が
観
劇
を
し
た
場
所
。
力
神
も
弘

化
四
年
に
作
ら
れ
「
寄
木
彫
」
で
あ
る
と

記
録
に
残
る
が
、
製
作
者
は
不
明
。

二
体
の
「
力
神
」
彫
刻
が
建
具
に
腰
を

下
ろ
す
。
眼
光
鋭
く
、
筋
肉
隆
々
。
前
か

が
み
に
な
り
、
常
舞
台
の 
梁 
を
片
腕
で
、

は
り

下
か
ら
力
強
く
持
ち
上
げ
る
よ
う
な
姿
は

勇
ま
し
い
。

「
僕
は
『
キ
ン
肉
マ
ン
』
の
マ
ン
ガ
が

大
好
き
な
ん
で
す
け
ど
、
力
神
は
ど
こ
と

な
く
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

好
き
に
な
り
そ
う
で
す
」
と
、
友
人
が
物

を
持
ち
上
げ
る
よ
う
な
ポ
ー
ズ
を
取
り

�
力
神
�
の
真
似
を
す
る
。
見
る
か
ら
に

貧
弱
だ
。「
そ
の
ポ
ー
ズ
キ
ン
肉
マ
ン
と
力

神
に
失
礼
だ
よ
」
と
私
が
返
す
。

力
神
彫
刻
は
、
知
多
地
方
の
山
車
や
神

社
の
山
門
や
本
殿
に
施
さ
れ
る
。
寺
の
山

門
で
、
仁
王
像
や
金
剛
力
士
像
が
門
番
を

す
る
よ
う
に
、「
力
神
」
は
�
神
�
が
関
わ

る
場
所
の
見
張
り
役
の
よ
う
だ
。

境
内
で
作
業
を
す
る
長
老
た
ち
に
力
神

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

「
常
舞
台
と
力
神
の
組
み
合
わ
せ
は
今

ま
で
に
見
た
こ
と
が
な
い
。
な
ん
で
あ
の

場
所
に
あ
る
か
は
知
ら
ん
な
あ
。
顔
が
取

り
外
せ
る
と
思
っ
た
で
、
中
に
何
か
書
い

て
あ
る
か
も
知
れ
ん
。一
回
見
て
み
る
か
」

男
性
が
準
備
の
手
を
休
め
て
く
れ
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
荷
台
に
乗
り
、
顔
の

取
り
外
し
を
試
み
て
く
れ
た
。
し
か
し
簡

単
に
は
取
れ
な
い
。
貴
重
な
彫
刻
を
傷
つ

け
て
は
い
け
な
い
の
で
、
確
認
は
あ
き
ら

め
る
こ
と
に
し
た
。

「
我
々
、
長
く
宮
津
に
住
む
者
も
知
ら

ん
こ
と
ば
か
り
だ
よ
。
何
か
古
い
記
録
が

出
て
き
た
ら
、
ま
た
教
え
て
あ
げ
る
わ
」

と
長
老
ら
が
笑
う
。

製
作
者
は
誰
な
の
か
。
常
舞
台
と
力
神

の
関
係
。
多
く
の
謎
が
残
る
。〈
本
当
の
こ

と
は
�
力
神
�
の
み
ぞ
知
る
〉。

「
そ
う
言
え
ば
、
力
神
の
ぷ
く
っ
と
し

た
と
こ
ろ
、
生
後
二
カ
月
の
息
子
に
も
似

て
ま
す
」。「
将
来
は
キ
ン
肉
マ
ン
に
さ
せ

た
ら
ど
う
」。「
・
・
・
・
・
」。

境内を見守る“力神”

顔の取り外しを試みる男性

県
道
南
粕
谷
半
田
線 

文 

東部小 

法久院 

大山祗神社 

谷性寺 

宮津熱田社常舞台 

光西寺 秋葉神社 

萩
老
人
憩
の
家 

青年会場 
 

宮津熱田社 宮津熱田社 
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　安心して子どもを生み、子育てしやすい環境をつくるために、平成１５年７月に「次世代育成支援対策推進法」
が成立し、社会が一丸となって、次世代の育成を支援していく施策を進めています。
　町でも、平成１７年３月に「阿久比町次世代育成支援行動計画」を策定し、一人でも多くの方が子育てに伴う
喜びが実感できるよう支援するための取り組みを行っています。
◆基本理念
　　阿久比町に住むすべての子どもが次代の担い手として、心身ともに健康で安心と自信を持って暮らし、
子どもらが輝きながら生きる力を育むとともに、全ての家庭が安心して子どもを育てることができるよう
な環境づくりを目指します。

子どもが健康で輝きながら育つまち　阿久比
◆施策の基本的な方向性
　・地域における子育ての支援　　　　　　　　　　　　　　　・母性、乳幼児などの健康の確保と増進
　・子どもの心身の健やかな成長に役立つ教育環境の整備　　　・子育てを支援する生活環境の整備
　・職業生活と家庭生活との両立の推進　　　　　　　　　　　・子どもなどの安全確保
　・要保護児童への対応などきめ細かな取り組みの推進
◆計画の期間
　・平成１７年度から平成２１年度までの５年間を前期計画とし、平成２２年度から平成２６年度までを後期計画と

します。後期計画については、前期計画の中間評価などを踏まえ平成２１年度中に策定しました。
◆主な施策の目標値と進展状況
　主な施策の目標値と進展状況は阿久比町ホームページをご覧ください。
　ホームページアドレス　http://www.town.agui.lg.jp/ka/jumin/jisedaikeikakudai4shouh21.pdf
　□問い合わせ先　住民福祉課　�（４８）１１１１（内３０１）

阿久比町次世代育成支援行動計画の進展状況を公表します 阿久比町次世代育成支援行動計画の進展状況を公表します 阿久比町次世代育成支援行動計画の進展状況を公表します 

Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

九
月
二
十
四
日
「
清
掃
の
日
」
か
ら
十

月
一
日
「
浄
化
槽
の
日
」
ま
で
の
「
環
境

衛
生
週
間
」
の
一
環
と
し
て
、
東
部
知
多

衛
生
組
合
管
内
（
大
府
市
、
豊
明
市
、
東

浦
町
、
阿
久
比
町
）
の
小
学
四
年
生
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
（
優
秀
作
品
）
を

展
示
し
ま
す
。

□
展
示
場
所　

東
部
知
多
温
水
プ
ー
ル
２

階
ロ
ビ
ー
（
大
府
市
大
東
町
２
―　

）
９６

□
展
示
期
間　

九
月
十
八
日（
土
）〜
十
月

十
七
日（
日
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

東
部
知
多
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー　

�
０
５
６
２（
４
６
）８
８

５
５

�
　

知
多
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
主
催
で
、

知
多
農
業
の
Ｐ
Ｒ
と
女
性
と
の
交
流
を
兼

ね
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

□
日　

時　

十
月
九
日（
土
）　

午
前
十
一

時
〜
午
後
四
時
半

□
場　

所　

ジ
ョ
イ
フ
ル
フ
ァ
ー
ム
鵜
の

池
（
美
浜
町
）
名
鉄
上
野
間
駅
ま
で
送

迎
あ
り
。

□
参
加
費　

二
千
円

□
参
加
資
格　

十
八
歳
〜
三
十
二
歳
く
ら

い
の
独
身
女
性

□
定　

員　

二
十
人
（
先
着
順
）

□
申
込
期
限　

十
月
一
日（
金
）

□
申
込
先　

知
多
農
林
水
産
事
務
所
農
業

改
良
普
及
課

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

□
問
い
合
わ
せ
先　

�（
２
１
）８
１
１
１

（
内
２
８
２
）

�□
日
時
・
場
所

□
対　

象　

一
般

□
定　

員　

四
十
人

□
受
講
料　

千
円

□
内　

容　

技
術
と
ル
ー
ル
を
習
得
し
、

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
の
楽
し
さ
を
体

験
し
ま
す
。

□
講　

師　

阿
久
比
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
協
会

□
申
込
期
限　

九
月
二
十
一
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
体
育
係
�（
４
８
）１
１
１

１
（
内
２
６
２
・
２
８
０
）

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
あ
ぐ
い
�
０
９
０（
６
６

１
７
）９
１
０
１

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

�

場　所時　間日にち回

英比小学校
体育館

午後７時３０分～
午後９時３０分　

１０月８日
（金）

１

草木小学校
体育館

午後７時３０分～
午後９時３０分　

１０月１４日
（木）

２

南部小学校
体育館

午後７時３０分～
午後９時３０分　

１０月１９日
（火）

３

東部小学校
体育館

午後７時３０分～
午後９時３０分　

１０月２５日
（月）

４

草木小学校
体育館

午後１時３０分～
午後３時３０分　

１０月３１日
（日）

５
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救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

講
習
を
行
い
ま
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

・
十
月
十
一
日（
月
）

　

午
前
九
時
〜
正
午

　

阿
久
比
町
中
央
公
民
館
本
館　

定
員
二

十
人
（
先
着
順
）

・
十
月
二
十
日（
水
）　

午
後
一
時
半
〜
午

後
四
時
半　

半
田
消
防
署
北
部
出
張
所

　

定
員
二
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
支
署
�（
４
７
）０
１
１
９

　

北
部
出
張
所
�（
２
８
）５
１
１
９

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/
̃chitachu/

�危
険
物
取
扱
者
試
験

□
試
験
日
な
ど

第
四
回
試
験

　

十
月
十
日（
日
）

　

一
般
対
象　

乙
種
第
一
〜
六
類
・
丙
種

　

受
付
期
間　

九
月
六
日
〜
十
五
日

第
五
回
試
験

　

十
月
三
十
一
日（
日
）

　

一
般
対
象　

乙
種
第
四
類
・
丙
種

　

受
付
期
間　

九
月
六
日
〜
十
五
日

□
試
験
会
場　

名
古
屋
市
内

□
試
験
手
数
料　

乙
種　

三
千
四
百
円
、

丙
種　

二
千
七
百
円

�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

�

	

�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�

□
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
�
０
５
２（
９
６
２
）１
５
０
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予

防
課
�（
２
１
）１
４
９
１

第
三
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

□
講
習
日
時　

九
月
二
十
二
日（
水
）

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場　

常
滑
市
鬼
崎
公
民
館

□
講
習
内
容　

乙
種
第
四
類
対
象

□
受
付
期
限　

九
月
二
十
一
日
ま
で

□
講
習
費
な
ど　

受
講
料　

四
千
円

　

テ
キ
ス
ト
代　

四
千
円

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予

防
課
�（
２
１
）１
４
９
１

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

□
講
習
日
な
ど　

十
月
六
日（
水
）・
七
日

（
木
）ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ
（
武
豊
町
民

会
館
）、
十
月
二
十
六
日（
火
）〜
二
十

九
日（
金
）ウ
ィ
ル
あ
い
ち（
名
古
屋
市
）

□
対
象　

免
状
交
付
者
で
、
危
険
物
製
造

所
な
ど
で
取
り
扱
い
作
業
に
従
事
し
て

い
る
方
（
保
安
監
督
者
も
含
む
）

□
講
習
種
別　

給
油
取
扱
所
、
特
定
事
業

所
、
一
般

□
受
付
期
間　

九
月
一
日
〜
八
日　

□
受
講
料　

四
千
七
百
円
（
愛
知
県
収
入

証
紙
を
購
入
し
、
申
請
書
に
張
っ
て
く

だ
さ
い
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
危
険
物
安
全

協
会
連
合
会
�
０
５
２（
９
６
１
）６
６

２
３
、
知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
予
防
課
�（
２
１
）１
４
９
１

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp
̃chitachu/

�������	
��

　知多中部広域事務組合消防本部管内の平成 21年中の救急出動件数は 7,880 件で、1日平均 22件出動した
ことになります。
　例えば、心臓停止してから 3分間何もしないと死亡率が約 50％になります。このことは、緊急事態が重大
であるほど早く適切な応急手当をしなければ、死亡者が増加することを意味しています。
　救急車は、けがや急病などで緊急に病院へ搬送しなければならない方のためのものです。緊急ではないのに
救急車を要請すると、本当に救急車を必要とする事故が発生した場合、遠くの救急車が出動することになり、
到着が遅れることで、救える命が救えなくなる恐れがあります。緊急性がなく自分で病院に行ける場合は、救
急車以外の交通機関などを利用してください。病気や事故の状況などから、急いで病院へ連れて行ったほうが
よいと思ったときには、迷わず 119番通報をしてください。

�������	
��
　
　自分の目の前で大切な方が倒れてしまったら、あなたはどうしますか？
　応急手当を知っていれば、大切な方を救うことができるかもしれません。現場に居合わせた「あなた」が勇
気を持って応急手当を実施することが非常に重要です。
　知多中部広域事務組合消防本部では、定期的に「救命講習」を開催しています。ご参加ください。

□問い合わせ先　知多中部広域事務組合消防本部　半田消防署阿久比支署�（４７）０１１９

救急医療週間 
9月5日（日）～11日（土） 



14

広報あぐい　２０１０年９月１日号

Information

お知らせ  
InformationInformation

�□
日　

時　

九
月
十
二
日（
日
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

□
場　

所　

町
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
エ

ス
ペ
ラ
ン
ス
丸
山
）

□
対
象
者　

七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
（
昭

和
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）

□
内　

容　

式
典
後
は
、
津
軽
三
味
線

サ
ー
ク
ル
�
光
絃
一
座
�、
愛
知
県
警
察

防
犯
活
動
専
門
チ
ー
ム
�
の
ぞ
み
�、
阿

久
比
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

※　

敬
老
会
当
日
は
会
場
周
辺
の
道
路
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
気
を
付
け

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

保
険
課
介
護
保
険
係

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
８
・
２

９
０
）

�
　

虐
待
な
ど
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
事
、
心
配
事
な
ど
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

九
月
六
日（
月
）〜
九
月
十
二

日（
日
）　
〈
平
日
〉午
前
八
時
半
〜
午
後

七
時
、〈
土
曜
・
日
曜
日
〉
午
前
十
時
〜

午
後
五
時

□
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員

□
相
談
専
用
電
話　

�
０
５
２（
９
５
２
）

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



８
２
０
０

□
問
い
合
わ
せ
先　

名
古
屋
法
務
局
人
権

擁
護
部　

�
０
５
２（
９
５
２
）８
１
１

１
（
内
１
４
７
０
）

�
　

愛
知
県
半
田
保
健
所
で
は
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
、
膠
原
病
で
療
養
さ
れ
て
い
る
方

と
、
家
族
を
対
象
に
し
た
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
患
者
・
家
族
教
室

□
日　

時　

九
月
二
十
八
日（
火
）　

午
後

二
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

半
田
保
健
所
四
階
大
会
議
室

（
半
田
市
出
口
町
１
―　

―
４
）

４５

□
内　

容　

講
話
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と

上
手
に
つ
き
あ
う
た
め
に　

〜
病
気
の

こ
こ
ろ
へ
の
影
響
〜　

」

□
講　

師　

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
神
経
内
科
医
師　

新
畑　

豊
氏

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
保

健
所
健
康
支
援
課
地
域
保
健
グ
ル
ー
プ

�（
２
１
）３
３
４
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
）

７
１
４
２

　

九
月
二
十
一
日（
火
）ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

膠
原
病
患
者
・
家
族
教
室

□
日　

時　

十
月
八
日（
金
）　

午
後
二
時

〜
午
後
四
時

□
場　

所　

半
田
保
健
所
四
階
大
会
議
室

□
内　

容　

講
話
「
膠
原
病
と
の
つ
き
あ

い
方
」・
交
流
会

□
講　

師　

藤
田
保
健
衛
生
大
学
病
院　

リ
ウ
マ
チ
・
感
染
症
内
科
医
師　

加
藤

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

賢
一
氏

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
保

健
所
健
康
支
援
課
地
域
保
健
グ
ル
ー
プ

�（
２
１
）３
３
４
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
）

７
１
４
２

　

九
月
三
十
日（
木
）ま
で
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

�□
日　

程
（
訓
練
期
間
）

　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日（
月
）〜
平

成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日（
月
）の
毎

週
（
月
曜
日
、
火
曜
日
、
金
曜
日
）
午

前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半
（
十
一
月
中

は
土
曜
日
、
日
曜
日
訓
練
有
り
）

□
場　

所　

株
式
会
社
ク
レ
ア
安
心
福
祉

（
安
城
市
高
棚
町
東
山　

）
８３

□
内　

容　

介
護
現
場
で
必
要
な
資
格
を

取
得
し
、
正
し
い
倫
理
・
知
識
・
技
術

を
身
に
付
け
ま
す
。

□
対　

象　

障
害
者
手
帳
所
持
者

□
定　

員　

七
人
（
面
接
で
選
考
）

□
受
講
料　

無
料
。（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
五
千
四
百
円
）

□
申
し
込
み　

九
月
一
日（
水
）〜
十
月
六

日（
水
）に
半
田
職
業
安
定
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。（
受
講
に
は
安
定
所

で
の
求
職
登
録
が
必
要
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

公
共
職
業
安
定
所
�

（
２
１
）０
０
２
３
、
愛
知
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校　

�
０
５
３
３（
９
３
）２

１
０
２

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部
半
田
地
域

事
務
所

　

半
田
市
星
崎
町
３
―　

―
８

２２

　

�（
２
１
）０
０
０
４

�

�

�

�

�

�

こ
う  
げ
ん  
び
ょ
う

試験期日受付期間受験資格募集種目

１次試験：１１月６日・７日
２次試験：１２月１４日～１８日

９月６日～
　　１０月１日

・平成２３年４月１日
現在、１８歳以上２１歳
未満高卒者（見込含）

防衛大学校学生

１次試験：１０月３０日・３１日
２次試験：１２月８日～１０日

・平成２３年４月１日
現在、１８歳以上２１歳
未満高卒者（見込含）

防衛医科大学校学生

１次試験：１０月２３日
２次試験：１１月２０日・２１日

・平成２３年４月１日
現在、１８歳以上２４歳
未満高卒者（見込含）

看 護 学 生



広報あぐい　２０１０年９月１日号

15

Information

�
　

阿
久
比
町
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
平

成
二
十
二
年
度
の
公
文
書
公
開
実
施
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
請
求
件
数　

三
十
六
件

□
公
開
、
部
分
公
開
、
非
公
開
、
却
下
の

件
数

・
公
開　

二
十
六
件

・
部
分
公
開　

二
件

・
非
公
開　

一
件

・
却
下　

七
件

□
不
服
申
し
立
て
の
件
数
お
よ
び
処
理
状

　

況　

一
件
（
棄
却
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課　

�（
４
８
）

１
１
１
１
（
内
２
３
７
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

今今月月のの納納税税ななどど
国民健康保険税　　　　２期分

介護保険料　　　　　　２期分

後期高齢者医療保険料　３期分

公共下水道事業受益者負担金　２期分

納期限は９月 ３０日（木）です。

�

�

�

�

�������������������������������������������

�������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

「
名
古
屋
国
際
会
議
場
」に
つ
い
て

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ　

は
、
名
古
屋
市
熱
田
区
に

１０

あ
る
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
行
わ
れ
ま

す
。

　

期
間
中
は
会
議
会
場
と
し
て
、
建
物

全
体
が
国
連
の
管
理
下
の
も
と
、
厳
重

な
警
備
体
制
が
敷
か
れ
、
登
録
者
し
か

入
場
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
隣
接
す

る
白
鳥
公
園
や
熱
田
神
宮
公
園
、
名
古

屋
学
院
大
学
体
育
館
で
は
、
一
般
の
方

も
入
場
可
能
な
「
生
物
多
様
性
交
流

フ
ェ
ア
」
が
、
毎
日
行
わ
れ
ま
す
。

　

白
鳥
公
園
や
熱
田
神
宮
公
園
で
は
、

ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
国
内
外
の
政

府
、
自
治
体
、
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
名
古
屋
学
院
大
学
体
育
館
で
は
成

果
発
表
や
意
見
交
換
、
討
論
を
行
う

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
ま
す
。
来
場
し

て
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

１０

□
問
い
合
わ
せ
先　

県
環
境
部
環
境
政

策
課　

�（
０
５
２
）９
５
４
―
６
２

４
６

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.pr
ef.aichi.

jp/0
0
0
0
0
1
7
6
8
6
.htm
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999999999999999999999 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催月定例議会を開催
　平成２２年阿久比町議会第３回定例会を次の
とおり開催します。
□日　時　９月２日（木）　午前１０時から
□問い合わせ先　議会事務局
　�（４８）１１１１（内２４１）

☆　「警察安全相談」ってなに？　　　　　　　　　
　　犯罪などによる被害を未然に防止するための相談や、県民の生活の安

全と平穏に関する相談をいいます。
☆　窓口はどこにあるの？
　　愛知県警察では、警察安全相談窓口として警察本部と全警察署に「住

民コーナー」を設け、皆さんの相談に応じています。
☆  「警察相談の日」ってなに？
　　全国共通の相談専用電話番号「＃９１１０」（シャープ　きゅう　いち　

いち　まる）にちなんで、毎年 9月 11日を「警察相談の日」と定め、
警察安全相談の利用促進を図っています。

☆ 「＃９１１０」のかけ方は？
　　家庭の電話（プッシュ回線のみ）や公衆電話、携帯電話、ＰＨＳで

「１１０番」の前に「＃９」をプッシュすれば、愛知県警察本部の住民
コーナー（ただし、愛知県内で発信の場合）にダイレクトにつながり
ます。

　　なお、ダイヤル回線と一部のＩＰ電話からは「＃
９１１０」につながりません。

　　その場合、「０５２（９５３）９１１０」におかけください。
☆　「＃９１１０」は、いつかけてもいいの？
　　開設時間は、月曜日から金曜日（祝日、年末年始を

除く。）までの午前９時から午後５時までです。
□問い合わせ先　半田警察署　�（２１）０１１０

悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててててててて安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心 ＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃悩むより　かけて安心　＃９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００９１１０
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日はははははははははははははははははははは日は「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談のののののののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「警察相談の日」～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

半田警察署か
らのお知らせ

半田警察署 
マスコットキャラクター 
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広報あぐい　２０１０年９月１日号

広
報　

あ 
ぐ 
い

1013

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

表紙をリニューアル
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　表紙のデザインをリニューアルしました。「広
報あぐい」が“暮らしの情報誌”となれるように、
表紙だけではなく毎号内容を充実させ、町民の皆
さんの笑顔や多くの情報を発信していきます。
　１０月１日からはホームページもリニューアルす
る予定です。皆さんの知りたい 「情報」 をより迅速
に、分かりやすく伝えていきます。「広報あぐい」、
「ホームページ」を日々の生活に役立ててください。

世帯数　 ８，８１９　　（＋２５）

人　口　２５，６０５人（＋２５）

　男　　１２，６８６人（＋２７）

　女　　１２，９１９人（－２）

（　　）は前月との増減数

７月中の異動

　出生　１７　転入      ８５

　死亡　１８　転出      ５９

平成２２年８月１日現在

人 口 と 世 帯

●　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人および世帯が対象です。 

●　平成２２年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初
の国勢調査で、日本の未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世
帯の実態を明らかにする重要な調査です。 

●　調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境
の整備など、私たちの暮らしのために役立てられます。 

●　９月２３日から、調査員が世帯を訪問して調査票を配布します。 

●　記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をした上で調査員に渡していただ
くか、町へ郵送で提出していただきます。 

総務省・都道府県・阿久比町 
国勢調査については、平成22年国勢調査広報サイト「国勢調査e-ガイド」をご覧ください。 

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/２０１０/kouhou/index.htm

国勢調査は、日本の未来、地域のまちづくりの 
ための基礎資料になります！ 

国勢調査e-ガイド 検索 

国勢調査は　みんなで描く　日本の自画像 国勢調査は　みんなで描く　日本の自画像 国勢調査は　みんなで描く　日本の自画像 
平成２２年１０月１日国勢調査を実施します！ 


